
講演要旨＊

物理探査部における電気検層発展の現況

陶　山　淳　治

　電気検層技術の確立を目標とし，昭和32年度より・3

力年の計画で電気検層技術の常用化り研究を行なy’つつ

ある。こンではその中間報告として電気検層技術め現状

を主として解析理論を中心として紹介し，坑井条件の相

違による理論からめ偏僑，石油・ガス田以外の地質条件

の下に生ずる異常現象のいくつかを示した。またわれわ

れが当面する問題，すなわち地熱温泉開発・地下水・土

木への応用分野においては，半定量ないし定性的に検層

図を解釈するためには，S．P．比抵抗検層のほか，少な

くとも，温度，接触検層，泥水比抵抗検層が必要である

理由をのべ，われわれは当面この種の測定器の常用化に一

努力していることを示した。なお，定量解析のためには

坑径測定器その他2，3の測定器を必要とするが，その

測定方式については目下検討中で具体的な実験は始めて

地震探査法における情報と雑振動について

金　子　徹　一

　物理探査法において自然の場を測定する方法と入工的一

の信号を大地に送つて，その応答を求める方法とがあ

る。前者に属するものは重力・磁気・自然電位・放射能

の各探査法であり，後者は地震・比抵抗・電磁法であ

る。比抵抗および電磁法においては一般に定常的の電流

あるいは電磁界が用いられているのに対し，地震探査に

おいては非定常の波動が用いられる点に特色がある。

　このように地震探査においてはパルス型の弾性波動が

その信号源として用いられるために，他の方法と異なり，

情報は時間による記録上の変化として表現されている。

めま1つの測点，すなわち1成分の記録を考えてみる

と，これは1づの時系列と考えられg（∫）で表わすこと

ができる。他方，震動源での波形を∫（’）で表わずと，論

理的には∫（∫）の信号が地中を伝播し，反射，「屈折，あ
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いない。紹介した理論を図示すると上図のようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　（物理探査部）

るいはP波からS波に分離され，また表面波など地下の

構造により色々複雑な変化をして∫（∫）→g（≠）に変化した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
と考えることが可能である。これは地下の構造全体（観

測装置も含めて）を1つのフィルタ系に置換してみると

次のような関係になる。
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震動源　　地下構造全体

∫（≠〉．

．F（ガ →

記録

ッ（彦）

　　．→y（！）

9（≠）

G（∫）
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　このさい，観測装置や観測方法などが，それぞれフィ

ルタ系としてカスケード接続すると考えられるが，こン

では省略する。すると，震動源，地下構造，記録り関係

は時間領域での表現では∫（≠）→y（オ）→g（オ）と表わされ，

周波数領域ではF（∫）→Y（∫）→G（∫）に対応して表わさ

れる。そして，3者間にはそれぞれ次のような関係があ

る。

　　θ（∫）＝F（∫）・y（！）　　　　　　　（1）

　　9（∫）一⊆。．伽岡4あ　F（2）

　前に省略して述ぺたように，y（プ）は次のように直列

に接続された％個のフィルタ系に分離される。

　　玖つ＝玖（∫）・y助一yヨ（∫）　　（3）

　こンでK（っを地下構造全体の特性，脇（力以下を観

測装置，群設置，多孔爆発』…の特性と考えることにす

る。他方Z（∫）は次のように並列の吻個のフィルタ系

に分離できるとする。

　　箔（わ＝｝汽（1）（の＋y1（2）（つ＋・…＋yl（餌）（1）（4）

この際箔（・）（ガは反射波の特性，｝盃（2）げ）は屈折波の特

性，班31（∫）はレーリー波の特性・一とする。

すると

と表わされ，一第1項をH（カ，第2項を鷺（つとする。

われわれが記録上で反射signa1として認めるものは

F（∫）・ylの逆ブーリェ変換である量であり，したが

って，反射signa1の向上とは第1項を最大にすること

にほかならない。また第2項以下は妨害波’（雑振動）に

相当するので，妨害波の除去とはこれらを最小にするこ

とである。また屈折法においては第2項F（カ・yX！）

がsigna1であるので同様のことがいえる。

　さて，反射法においてわれわれが求めている情報とは

反射signa1そのものではなく，H（1）（カである。あるい

は，その逆フーリェ変換であるッ、（1）（≠）である。すなわ

ちッ1（1）（オ）は反射signa1が観測点に次々に到達する時

間と大きさとを表わす量であるから，これが反射法（狭

義の意味で）による情報の全部を与えるものと考えてよ

かろう。同様にylω（∫）あるいはy2（1）（’）は屈折法に

おける情報を表わす。　　　　　　，　（物理探査部）

主として有孔虫類からみた中・新両生代の境界問題

福　田　　理

Danian階は長い間一般に白墓系の最上階として扱わ

れていたが，近年における浮游性有孔虫の研究の進展に

伴つて，本階は第三系の最下階であるMontian階に対比

されることが明らかにされた。Danian階は白璽系に属

するものとして命名されたものであるが，その中に含ま

れている浮游性有孔虫からみれば，本階を第三系の最下

階とするのが妥当である。また，命名の先取権を尊重す

れば，標準階名としてはMontianに代るものとして

Danianを使用すべきである。したがつて，Paleoceneに

はDanian　とLandenian　（Thanetian十Spamacian）　と

が含まれることになる。

　本邦において化石によつて層準が判明している第三系

の最下位の地層は天草下島の福連木層である。本層は

翫吻耀1伽S粥盈％S召銘傭1こよつて特徴づけられており

同様の古生物学的特徴を有する教良木層の下部とともに

ypressian（CalifomiaのPenutian）に対比される。福連木

層の下には不整合に深海層が横たわつている。後者は

Maestrichtianと認められる姫ノ浦層群の上部の上に整

合に重なる無化石層で，天草下島に暁新統が存在すると

すれば，．それは深海層の中に求められなければならな

い。天草上島においては福連木層の同時異相である白岳

層の下に整合に赤崎層が横たわつており，後者も暁新統
’
に
属
す る可能性があるが，深海層よりは上位のものと推

定される。（高井保明談）

　北九州の炭田地方の古第三系にはく砺吻勉％h》6S召郷α一

々鰐伽廊帯の上にπσφZoφh勉g彫o塀6s3幼σ〃観肋s磁％．

傭帯（CalifomiaのUlatisian，以下同様），．PJoαげ70η一

4ガ6％」碗σ釦6加醜帯（Narizian～Refugial1）および

Tzo6h㈱吻伽α躍g碗％傭帯（Zemorrian）の3帯が認

められる。これらの諸帯は石狩炭田地方の古第三系にも

そのまン認められる。これらの諸帯によつて両地方の古

第三系の対比を試みた結果，赤崎・登川両層の基底がほ

ぼ同じ層準のものであることが判明した。函淵層群の最

上部にDanian階が存在する可能性は少ないカ1，最近浅

野博士によつて根室地方の長節層から模式地のDanian

階のものとよく似た浮游性有孔虫群が報告され，この地

方の層位・古生物両方面からの検討が当面の問題となつ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（燃料部）

本邦の砂鉄鉱床について

服部富雄
　演者は目下，r含チタン砂鉄・磁硫鉄鉱」特別研究5力

年の調査結果に基づき本邦の砂鉄鉱床および資源につい

』
て の総括を試みつつあるが，今回は，砂鉄鉱および砂鉄

鉱床の分類について，遍去の諸例を紹介し，演者の分類

試案を提出した（第1，2表）。
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なお，とくに地質時代の砂鉄の分類，各時代の砂鉄層

の層準および表示法について層位関係専門家の意見と教

示をもとめた。
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（鉱床部）
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盗覧一ノ　　　　画（マサ枷アコメ）

フィリップス社製ポケットモニター

　　の測定時分について

菊池　徹

0　　　　10

1：　（Fe：Tio2旨10＝『1）

II：（11：Mag．＝1：1）

III：（11）

IV：　（Ti：11冨1＝1）

　　砂鉄鉱の分類

　酸性砂鉄

　　｛　　　　　　　　真砂砂鉄
　　赤目砂鉄
　塩基性砂鉄

　　｛　　含チタソ砂鉄
　　　チタy砂鉄

　　砂チタy

50　　　60　　　70％

→　　　 Fe

　（Tio2／Fe＝0．3）

　（Tio2／Fe置0．18）

　　第2表　砂鉄鉱床の分類（1960，服部）

　　時代による分類　　　揚所による分類

　古生代砂鉄

　中世代砂鉄

韓新慧蹴雛灘…
蓼毒、洪積世囲講
鉄　　　四　　　　　　　原地残留砂鉄……
」一鉄紀
　　　　　　　　砂丘砂鉄……・…↑
現
世
の

砂
鉄

．砂

鉄

成因

成

水

　　　　　　　　　　・風化
　　　　　　　　　　・風成

　　　　湖岸砂鉄　　　　 成

　　　　海底砂鉄　　　　　水
　　　　湖底砂鉄
　　　　河床砂鉄　　　　川砂鉄

　ガイガーカウンタによつて，自然数，岩石，鉱脈な
』
ど の放射能のカウント／分（c／m）を測定するにさいし，毎

分相当のばらつきをもつているこれらの放射能が，何分

間測定することによつて，安定した数値が得られるか，

という問題は，ウラン調査初期には，調査方法の確立と

いうテーマのなかでは，かなり重要な位置を占めてい

た。

　筆者は，、昭和30年度の調査のさい，東北大学大森啓’

一教授の指導の下に，福島県水晶山付近のペグマタイト

に伴う，ウ＼ラン鉱床の調査塗行なつたが，そのさい，上

記の問題にりいて少しく検討してみたので報告する。

　測定例は，50例。対象は自然数，斑状花嵩岩・閃雲花

商閃緑岩・ペグマタイト・耕などで，15分間の測定によ

つて得られたc／mは最低29，最高91の範囲のもので

ある。

　各例において，15分間の測定を行ない，各分までごと

に，その分までの数値によりc／mを求め，何分目にて，

・完全にフ1あるいは・‡1の許容筆囲内で，雲た，±2の

許容範囲内で，安定したc／mを得られたかを調ぺた。

　しかる後，各分目ごとに安定した例の回数の，全体例

50に対する％を求めて，その分目ごとに安定するたしか

らしさを％で表わした。

　その結果

　1）完全に安定するためには少なくとも15分間の測

定が必要であり，・±1・または±2の許容範囲内で安定す

・るためには，それぞれ，13分または12分の測定でよい。

　2）10分間の測定では，完全に安定することに対して

44％の，±1または±2の許容範囲内さはそれぞれ88

または96％のたしからしさをもつて安定する。　・

　3）　5分間の測定では，完全，±1，±2に対してそ

れぞれ，12％，62％，76％のたしからしさしかもたな

いということが判明した。　　　　　　　　（鉱床部）
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